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～年間テーマ～

「どうする掛川！
少子化を食い止めるための支援の在り方」
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～掛川で産みたい！育てたい！～



テーマ設定の経緯

掛川市の出生数は、2013年までは年間1,000人を上回っていましたが、その後減少傾向に転
じ、2022年は722人でした。少子化対策は喫緊の課題です。 4

掛川市の出生数の推移（H17～R4）
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政策提言につなげるために

掛川市で産みたい！育てたい！自治体となる
ための政策提言につなげます。
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１ アンケート調査
２ 当局ヒアリング
３ 先進自治体調査研究
４ 議会報告会でのご意見



1.アンケート調査
たくさんの方からのご意見を頂くために

☆掛川市ホームページ掲載

☆小中学校「絆メール」

☆保育園・幼稚園保護者依頼

☆子育て支援センター

☆市内高校生

☆市民課窓口
6



アンケート中間報告

質問１ 年齢
30代 36％
40代 30％
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質問２ 性別
女性67％

※10月27日時点（回答数：1267）



アンケート中間報告

質問３ ご自身のお子さんの年齢は？
小１ 16％
5歳  15％
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アンケート中間報告

質問４ 掛川市の子育て環境に満足していますか？
満足・やや満足 35％
不満・やや不満 31％
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満足：医療費が無料になって良かった。都
会過ぎず田舎過ぎず子育てしやすい環境。 

不満：駐車場付きの公園が少なすぎる。図
書館の駐車場が狭すぎる。子供と遊んだり
買い物をしたりする商業施設などが無い。
ひとり親世帯でも収入による手当の減額基
準が厳しすぎる。 



アンケート中間報告

質問５ 出産前困ったこと・相談したいことは？
あった 30％
なかった 70％
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あった：

2人目、3人目の妊娠中すぐに上の子を預
けられる場所がなかった。

第一子出産後の生活がなかなかイメージ
できず準備が大変だった。

産休に入ると人と話す機会が激変し鬱に
なった。 



アンケート中間報告

質問６ 出産後～現在 困ったこと・相談したいことは？
あった 56％
なかった 44％
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あった：

仕事と育児の両立。行事や病気の対応が
母親優先になることが多く、有休が少な
く毎回悩んでいた。 

発達に遅れがあるような気がしたのにど
こに相談していいかわからなかった。 



アンケート中間報告

質問７ お子さんはまだいないが、不安や相談したいことは？

ある 19％
ない 79％
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ある：

出産一時金等が足りるか等出産、育児
に関する金銭的な不安が強い。

仕事と両立できるのか。 

地元が異なり、親族のサポートが受け
にくいため。



アンケート中間報告

質問８ 掛川市への要望・期待
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〇駐車場がある子供たちの遊べる公園、雨の日でも屋内で遊べる場所の
確保してほしい。

○産後ケアを充実させて欲しい。

○在園児の数に関係なく3人目の保育料を無償化して欲しい。

○高校以降も子育てしやすい支援を充実して欲しい。

○学童保育や一時預かりに対する支援を充実して欲しい。



アンケート調査から見えたこと

☆経済的な子育て支援の拡充が必要。

☆子どもの遊び場や学童など預けられる場所の充実。

☆相談出来るシステム・環境づくり。

☆職場での子育てに対する理解が必要。

☆医療費の無償化に満足。
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2.掛川市子育て関連課へのヒアリング
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健康医療課 その１ 子育て世代包括支援センターについて



2.掛川市子育て関連課へのヒアリング
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健康医療課 その２ 妊娠から出産・検診



2.掛川市子育て関連課へのヒアリング
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学校教育課
・就学援助の拡充による低所得者支援
教育政策課
・地域部活移行による保護者負担増は課題
こども給食課
・小中学校の給食費無料にすると年間5億7千万円が必要
こども希望課
・10月から18歳までの医療費完全無料、保育料軽減措置
こども政策課
・ファミリーサポート事業、貧困対策、新居新築事業等



ヒアリングから見えたこと
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☆子育て世代包括支援センターを中心に支援は行われている
が、周知や運用には課題がある。

☆中高生をはじめ若い世代への健康・子育てについてアプ
ローチが必要。

☆子育て負担の軽減策・就学援助の拡充・貧困対策は急務。

☆国・県への要望活動が必要。

☆少子化対策について、庁内でのイニシアチブが不明瞭。



令和5年10月31日

・第二子以降の保育料の完全無償化について

・０歳児の見守り訪問「おむつ定期便」について

・赤ちゃんおむつ費用助成について

3.先進自治体の調査研究
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兵庫県明石市

滋賀県栗東市
くりちゃん



少子化を
食い止める
ための
政策提言

ま と め

アンケート調査

新
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当局ヒアリング

先進自治体調査研究

議会報告会



ご清聴ありがとうござました。ご清聴ありがとうござました。

掛川市で産みたい！
育てたい！

掛川市で生みたい！
育てたい！
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